












The obstacle mechanism and prognosis of cerebellar mutism
－ A clinical course of language training to a child with cerebellar medulloblastoma－











































































     　図 1a (2011.6.13)　        図１b ( 2011.6.13)










    　   図 2 (2011.6.13)　           図 3 (2011.10.11)


























































































術前は、 コミュニケーション ・ 発達面共に大きな問題なく通常学級に通
園
20 PT ・ ST 介入開始
発語なし。 表出は啼泣のみで、 母親への欲求行動などもなし。 泣く時以
外は感情がないような表情。 稀に追視が見られるが、 くすぐりなどにも反
応せず
24 小児科へ転科 ・転棟 　・ レスポンデント反応を引き出すべく嗜好性や新規性の高い刺激入力
25
残存腫瘍に対し RT
(20Gy/ 拡大局所照射 54Gy) 開始 ・「共感覚」を引き出すための関わりを継続
42 髄芽腫 [Medulloblastoma] と判明 ・反射的行動からオペラント反応へ（行為の共同化に向けて）
45  全脳脊髄照射 24Gy / 16 回開始 　
67
拡大局所照射 2Gy / 10 回

















123 CDDP ＋ VCR ＋ Cylco ①開始 　
129 熱発。本日から 1週間訓練中止 　
140 　
課題持続時間は短いが、呼称が可能になる
S-S 法の型ハメのようなものも 1/3 で可能に
142 　 意思表出が出来ない時に運動が停止したり、一点を見つめる
　 　 　・図形の分類や積木積み
























理解は S-S 法で段階 4-2（語連鎖・要素）のレベル
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